
事業概要
（400字以内）

富山市では、「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり」を実現するため、公共交通活性
化の主要プロジェクトであるLRTネットワークの形成に取り組んでおり、平成18年4月には全国初の本格的
LRTとなる富山ライトレールが開業し、平成21年12月には市内電車の環状線化など、様々な施策を推進し
てきました。
こうした中、富山駅では南側を運行する市内電車と北側を運行する富山港線を富山駅の高架下で接続

する路面電車南北接続事業を進め、第1期事業として、平成27年3月の北陸新幹線開業にあわせて南側
の市内電車を新幹線高架下まで延伸しました。
その後、在来線の高架化に伴い、北側の富山港線を在来線高架下まで延伸する第2期事業を進め、令

和2年3月21日に路面電車の南北接続が完成し、富山駅における交通結節機能が大幅に強化されるととも
に、富山駅を中心とした全長約15ｋｍのLRTネットワークが形成されました。

事業規模

事業延長 約250ｍ（第1期事業：約160ｍ、第2期事業：約90ｍ）

幅 員 15.5ｍ

事業期間 平成23年度～令和元年度

事 業 費 約40億円
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応募No. １２

事業主体 富山市 実施都市名 富山市

応募者名 富山市

ふりがな
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路面電車南北接続事業
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事 業 位 置 図

事業箇所



都市計画図(用途地域図)
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（路面電車南北接続事業）

事業箇所［（都）富山ライトレール線］
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（路面電車南北接続事業）

平面図
第2期事業第1期事業
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（路面電車南北接続事業）

縦断図・横断図
第2期事業第1期事業
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路線全体の進捗状況
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都市計画道路 富山ライトレール線 L＝１，３５０ｍ

整備済区間 L＝１，10０ｍ

今回応募区間
L＝250ｍ

R1年度完成
令和2年3月21日供用開始

第1期事業区間
約160ｍ

H27.3供用開始

第2期事業区間
約90ｍ

R2.3供用開始



事 業 前 写 真
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事 業 後 写 真 （路面電車南北接続事業）

平成22年12月撮影 平成29年5月撮影

平成30年6月撮影 令和2年3月撮影

第
2
期
事
業
（
富
山
駅
北
口
）

第
1
期
事
業
（
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山
駅
南
口
）



事 業 前 写 真

平成30年7月撮影
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令和2年3月撮影

令和2年3月撮影

事 業 後 写 真 （路面電車南北接続事業）

平成30年7月撮影

第
2
期
事
業
（
富
山
駅
停
留
場
）



事業効果アピール資料
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新幹線高架下（新幹線改札口の前）に
路面電車停留場を設置（全国初）

（新幹線改札口） （路面電車停留場）

新幹線と路面電車の乗継距離 約３８ｍ

（南北自由通路）

（新幹線改札口）

（路面電車停留場）

乗継の分かり易さ
（目の前に路面電車が見える）

乗車待ち環境の改善
（雨や雪を気にせず安全・快適に）

鉄道との乗継利便性の向上

シームレスな乗継の実現
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H26
（開業前）

H27
（開業１年目）

H28
（開業２年目）

H29
（開業３年目）

H30
（開業４年目）

(千人／年)

4,969

4,445

5,069

■路面電車（市内電車）利用者数 （H26～30）

5,243

利用者全体約２０％増加

定期（通学）
約２７％増加

定期（通勤）
約３４％増加

定期外
約１０％増加

5,332

富山駅における交通結節機能の強化

市内電車に加えて、
富山駅北側の富山港線や路線バス、タクシー利用者も増加

新幹線や在来線から路面電車へのスムーズな乗り換えが可能
⇒公共交通の利便性が格段に向上
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トータルデザイン

▲連続的に配置した門型架線柱 ▲富山駅の高架下空間（富山駅停留場）

軌道施設の整備にあわせて、魅力ある都市景観を形成

門型の架線柱を南口駅前広場
から北口駅前広場まで連続的に
配置し、富山駅南北の市街地を
つなぐ交流の軸を表現

富山の先進性の象徴として、
富山駅の高架下空間をLRV（低床式
車両）のショーケースのような空間
を演出

富山の工芸ガラスを組み合わせた
アートガラスパネルを設置し、
富山の『山と海の文化、その融合』
を表現

▲ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ･ｳｫｰﾙ

デザインコンセプト

『富山の象徴的景観となるLRT空間の創出』



苦労や工夫等アピール資料
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２．富山駅付近連続立体交差事業

４．富山駅周辺地区土地区画整理事業

３．関連街路事業

１．北陸新幹線建設事業

５．自由通路整備事業

６．路面電車南北接続事業

富山駅周辺整備事業を構成する６つの事業

富山駅の周辺では、北陸新幹線の建設、在来線の高架
化（連続立体交差事業）、都市計画道路や駅前広場を
整備する土地区画整理事業、自由通路の整備、高架下
店舗工事など、近接した複数の工事を並行して進める
必要があり、工事関係者による調整会議を毎月開催し
ながら、作業手順や作業ヤード、工程調整を綿密に行
うことにより、限られたスペースで計画どおりに進め
ることが可能となった。

工程管理及び安全管理

▲施工状況（軌道路盤の敷設）



受賞歴・報道資料
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R2.3.22北日本新聞R2.3.20日本経済新聞 R2.3.20北日本新聞


